


持続可能な社会づくりのはじまり

それは、2008年のことです。

新潟市内の特別支援学校から

弊社に清掃実習の依頼がきました。

子どもたちは企業の就職を目指して

一生懸命お掃除のやり方を覚え頑張ります。

しかし当時、就職できる子は皆無に等しい現実が待っていました。

子どもたちの希望をつくるために教えてきたのに

受け入れてくれる社会が形成されていない。

すべてはそこが、私たちバウハウスの

ソーシャルビジネスをはじめるきっかけでありました。

私たちバウハウスは

『社会的価値あるビジネスを起こし、持続可能な豊かな未来を創造する』

ことを理念に掲げ

環境づくり・社会づくり・まちづくりなど

あらゆる分野で垣根を超えた協働

公⺠連携などのパートナーシップを形成し

経済的価値だけでなく社会的価値も

同時に実現する共通価値を創造（CSV）し

社会に貢献してまいります。



【history】
1992 バウハウス創立
1996 株式会社バウハウス設立
2009 NPO法人にいがたエキナン会設立参加
2011 日本アスモフ株式会社設立
2016 創造都市ネットワークジャパン参加
2016 障がい者アートレンタル事業「まちごと美術館」文化庁 beyond2020認定
2018 ソフトバンク ショートタイムワークアライアンス 事業参加
2018 文化庁 「学校・地域で取り組む文化プログラム」採用
2019 モスフードサービス「東京MOSごと美術館」事業連携
2019 厚生労働省・文化庁・新潟県主催 全国障害者芸術文化祭 事業連携
2019 新潟市・共生社会推進事業「ともにエントランス」事業連携
2020 一般社団法人 I have a dream （設立準備中）

【Award】
2016 大光銀行 地方創生ビジネスプランコンテスト2016 大賞
2017 新潟県異業種交流センター 第15回NIKS経営賞 大賞
2018 ㈱オルタナ 第2回グリーンオーシャン大賞 優秀賞
2018 にいがた産業創造機構 ニイガタIDSデザインコンペティションIDS賞
2018 大光銀行 地方創生ビジネスプランコンテスト2018 努力賞
2019 新潟市働きやすい職場づくり推進賞・新潟商工会議所特別表彰
2019 日本商工会議所⻘年部ビジネスプランコンテスト 大賞
2020 にいがた産業創造機構 ニイガタIDSデザインコンペティション新潟日報社賞



PHILOSOPHY

社会的価値あるビジネスを起こし、持続可能な豊かな未来を創造する。

MISSION

私たちは、企業様の社会的価値（CSR、CSV、ESG）に繋がる

ご提案をする協働カンパニーです。

私たちは、公⺠連携（PPP）を図り、持続可能なまちづくり、社会づくりを

ご提案する協働カンパニーです。





代表取締役 肥田野正明





□事業連携 バウハウス×新潟市
□事業名称 ともにEntrance https://tomonientrance.net/

□事業内容 共生社会づくりのネットワーク構築

「ともにEntrance」は、共生社会や障がい福祉に対して関心がなかったり、共生社会づくり
に関心を持ってはいるけどなかなか踏み出せなかったりする組織や人々が、はじめの一歩を
踏み出すための入口です。共生社会づくりに取り組む企業等の繋がりを生み出し、学ぶ機会
を提供し、斬新かつ親しみやすいアイデアを用いて事業を広げていくことを通して、生きづ
らさを感じない、ということから一歩進んだ「魅力的な共生社会」づくりを構築します。

□事業実績
・参加企業６０社（2020年3月31日現在）
・成功事例発信１４件（2020年4月2日現在）

新潟市・共生社会推進『ともにＥｎｔｒａｎｃｅ』事業

参加企業数

60社



□事業連携 バウハウス×新潟県内の福祉事業所
□事業内容 企業と障がい者のマッチング、情報発信、研修事業、就労体験他

企業の働き方改革（人手不足）と短時間なら働ける障がい者をつなげ、地域経済の発展と共
生社会を実現します。

□事業実績 （※労働換算式 1日6時間勤務×5日×4週間＝120時間）

企業の働き方改革（人手不足）と短時間なら働ける障がい者とのマッチング

月間労働時間数

1850時間
（2019年）

月間労働時間数

309時間
（2017年）

市場ニーズ（成⻑率）

約6倍

労働換算

15.4人分
（2019年）

労働換算

2.5人分
（2017年）

市場ニーズ（成⻑率）

6.16倍



□アンケート結果

企業の働き方改革と障がい者の働きたいをつなぐシンポジウムアンケート

最多意見

成功事例の情報がほしい
障がい者の短時間就労を検討してみたい

54％

参加者数

293名

経済人・ロータリークラブ

131名

一般参加者数

162名

2019年2月19日 主催
新潟市異業種交流研究協同組合



□事業連携 バウハウス×障がいのある作家さんたち
□事業名称 まちごと美術館Cotocoto https://cotocoto-museum.com/

□事業内容 障がい者アートのレンタル事業、総合学習プログラム、授産製品販売

障がい者アートのレンタルを通じて、共生のあるまちづくりや障がい者の収入につなげてい
きます。今までは、障がいのある人が描いたアートは福祉事業所等に飾るケースがほとんど
で、街の中で見かけるケースはあまりありませんでした。また、障がい者アートに関心を持
ち買ってくれる人はいますが、一時的な収入で継続的な収入にはなりませんでした。
本事業は、飾る場所を「福祉事業所」から「まちなか」に、「売買」ではなく「レンタル」
をおこない、持続可能な共生社会づくりを実現します。

◎一般的なサイズのアートレンタル
1ヵ月3000円/枚→そのうち
500円が作家さんの収入になります。

□事業実績（2020年3月末現在）

障がい者アートレンタル事業

参加企業数

80社

展示作品数

180点



□事業連携 バウハウス×新潟県、新潟市、新発田市など
□事業名称 まちかなアウトドア、万代島こども秘密基地など
□事業内容 子ども・親子が楽しめる空間づくり

公共と⺠間が垣根を超えて連携した時、今までになかったイノベーションが生まれてきます。
『新潟の自然や水辺空間の素晴らしさを次代に伝えたい』という思いで、公共空間における
子ども・親子向けの賑わい創出を行ってきました。今後はイベントだけではなく、恒常的に
楽しめる公共空間を創っていきます。

□公共空間におけるアクティビティ実績
新潟県スポーツ公園、新潟県立植物園、万代島多目的広場、信濃川やすらぎ提、鳥屋野潟、
新発田市役所、新潟駅南口広場、万代テラス、万代シティなど

公⺠連携事業



□感染防止クリーニング（ゾーニング・カラーリング）

重汚染、軽汚染を分け、感染エリアが広がらないようにする「ゾーニング清掃」や
資機材 の「カラーリング」で誰もが感染防止方法を視覚的に理解できるよう
システムをご提案をしております。

□衛生的手洗い講習

特殊ライトの下で光らせて適切な手洗いができているか目で見て確認できます。

感染防止と環境配慮事業

軽汚染部▷ブルー 重汚染部▷レッド

白色で光っているところが
洗い残し

アルビレックス新潟様と連携し、
手洗いチェック＆手洗い動画作成

https://youtu.be/w_WD1F1iNdQ



ＣＳＶ・ＣＳＲ事業（まちづくり）

モニュメント設置
（新潟市×志⺠委員会）

ＪＲ新潟駅南口広場の利活用
（にいがたエキナン会）

信濃川やすらぎ提の利活用社会実験
（新潟市×志⺠委員会）

新潟⻄港水辺エリアの利活用
（みなとわいわいプロジェクト×新潟⻄港・水辺まちづくり協議会）

鳥屋野潟の水辺利用
（とやの潟環境舟運実行委員会）

新潟県立植物園の水辺利用
（新潟市秋葉区×バウハウス）



ＣＳＶ・ＣＳＲ事業（まち・社会づくり）

ＪＲ新潟駅ビル 障がい者アートフラッグ
（トッキー×バウハウス）

障がい者アートの道路案内サイン
（新潟市×スタイルドライブ×バウハウス）

ＪＲ新潟駅 障がい者アート展示
（ＪＲ東日本×新潟県×バウハウス）

新潟市観光循環バス×障がい者アート
（新潟市×バウハウス）

バス停 障がい者アート展示
（セコム上信越×バウハウス）

ＢＲＴバス停 障がい者アート展示
（新潟市×バウハウス）



ＣＳＶ・ＣＳＲ事業（まち・社会づくり）

モビリティ社会実験×障がい者アート
（新潟県×バウハウス）

原信ミュージアム 障がい者アート展
（新潟市×スタイルドライブ×バウハウス）

フランス・ナント市と新潟市の姉妹都市10周年
中原市⻑から弊社の障がい者アートをナント市へ謹呈

（新潟市×バウハウス）

MOSごと美術館 障がい者アート展
（モスフードサービス<東京・新潟>×バウハウス）

授産製品 マーケットイン
（福祉事業所×ファジカ×バウハウス）

まちと障がい者をつなぐ共生デザイン
（新潟県内のオープンイノベーション）



ＣＳＲ事業（教育部門）

教育研究×障がい者アート
（新潟大学附属新潟小学校×バウハウス）

総合学習（SDGs）×障がい者アート
（村上市立荒川中学校×バウハウス）

総合学習×障がい者アート
（新潟市立笹口小学校×バウハウス）

課外授業×障がい者アート
（新潟県立明鏡高等学校×バウハウス）

フィールドワーク×障がい者アート
（新潟⻘陵大学×バウハウス）

学校・地域で取り組む文化プログラム掲載
（文化庁）



ダイバーシティ経営（女性活躍推進・障がい者就労推進）

2019 新潟市働きやすい職場づくり推進賞受賞
（子育てママの短時間就労を実現）

2019 日本商工会議所⻘年部
ビジネスプランコンテンスト 大賞受賞

（障がい者の短時間就労を実現）

NIIGATA IDS DESIGN COMPETITION 2020 新潟日報社賞
（女性チームで街の共生デザインを制作）



□事業内容 スノーポール、道路資材販売卸業
□事業対象 国道、県道、市道他 http://www.asmof.co.jp/

障がい者地域活動支援事業
地域において障がい者が自立した日常生活、社会活動を営むことが出来るよう、地域活動支
援センターと連携して、社内での生産活動の機会を提供します。

（竹スノーポールの生産）
写真は、新潟県妙高市で製造された竹スノーポールの例です。

関連グループ企業 日本アスモフ株式会社


